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平成30年度入試　大学別合格者数一覧
【 国 立 大 学 】

【 公 立 大 学 】

【 私 立 大 学 】

【 短 期 大 学 】

【準大学・専門学校等】

大学名 現役 既卒
北海道 5 1
室蘭工業 1
東北 2
茨城 1
筑波 4
宇都宮 1
群馬 1
埼玉 3
千葉 1 1
東京学芸 4
東京工業 2
東京芸術 1
一橋 1
電気通信 1
新潟 2
金沢 2
福井 1
山梨 10
信州 4 1
岐阜 2
静岡 57 3
浜松医科 4
名古屋 5
名古屋工業 2
三重 1
滋賀 1
京都 2
大阪 1 1
神戸 2 1
奈良女子 1
島根 1
広島 1 1
愛媛 1
九州 1

計 123 15

大学名 現役 既卒
茨城県立医療 1
前橋工科 1
高崎経済 1 1
首都大東京 6
静岡文芸 5
静岡県立 23
愛知県立 1
名古屋市立 2
京都府立 1
兵庫県立 1
神戸市外語 1
公立鳥取環境 1
岡山県立 1
沖縄県立看護 1

計 44 3

大学名 現役 既卒
国際医療福祉 1 1
獨協 1
文教 4 1
千葉工業 1
帝京平成 2
青山学院 4 1
亜細亜 2
学習院 1
北里 3 1
慶応義塾 2 4
工学院 1 2
国学院 4
国士舘 2
駒澤 7 2
実践女子 4
芝浦工業 13 4
順天堂 3 1
上智 1
昭和女子 3
成蹊 1
専修 7 3
大正 1
大東文化 3
玉川 2
多摩美術 1
中央 13
津田塾 5
帝京 3
東海 11
東京経済 1 1
東京女子 2
東京電機 2 1
東京農業 11
東京理科 11 2
東邦 4
東洋 12 3
日本 10 3
日本女子 1
日本体育 1
法政 10 7
武蔵 1
東京都市 7
武蔵野 2
武蔵野美術 2
明治 18 5
明治学院 4
明治薬科 1
明星 3
立教 1 4
立正 1
早稲田 3 1
神奈川 11 2
神奈川工科 2
東京工芸 1

大学名 現役 既卒
静岡県大短 1
東京交通短 1

計 1 1

大学名 現役 既卒
防衛大学校 2
水産大学校 1
静岡市立静岡看護専門学校 1
静岡県中部看護専門学校 1

計 5

川
合
　
正
矩
（
35
回
）

関
東
支
部

　

昨
年
８
月
以
降
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
通
り

報
告
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
14
日
―
役
員
幹
事
会
の
開
催
―
次
回

総
会
の
日
程
・
会
場
・
企
画
内
容
の
調
整
・
案
内
対
象

者
・
案
内
時
期
調
整
・
事
務
局
長
交
替
（
宮
崎
氏
か
ら

堀
氏
へ
）。

　

12
月
19
日
―
第
13
回
総
会
懇
親
会
開
催
企
画
委
員
会

開
催
―
イ
ベ
ン
ト
内
容
・
出
席
勧
奨
案
等
に
つ
い
て
検
討
。

　

事
務
局
長
の
引
き
継
ぎ
と
関
東
支
部
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
作
業
を
別
途
事
務
局
長
宅
で
実
施
。

　

平
成
30
年
２
月
14
日
―
実
務
担
当
幹
事
会
開
催
―
案

内
対
象
者
の
調
整
。
Ｅ
メ
ー
ル
活
用
に
よ
る
ハ
ガ
キ
案

内
削
減
案
等
。

　

２
月
27
日
―
第
13
回
総
会
懇
親
会
開
催
企
画
委
員
会

―
出
演
者
の
内
諾
・
開
催
案
内
状
・
案
内
者
の
確
認
。

　

３
月
９
日
―
ア
ド
レ
ス
確
認
の
為
の
メ
ー
ル
送
信
。

　

送
信
不
可
会
員
へ
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
確
認
。

　

４
月
12
日
―
第
13
回
総
会
・
懇
親
会
に
向
け
た
役
員

幹
事
会
の
開
催
―
開
催
案
内
者
・
イ
ベ
ン
ト
概
要
の
確

認
。
会
計
報
告
。

　

６
月
19
日
―
役
員
幹
事
会
の
開
催
―
出
席
状
況
・
招

待
者
確
認
。
懇
親
会
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
・
担
当
者

確
認
。
同
窓
生
活
躍
の
映
像
・
ビ
デ
オ
確
認
。
当
日
の

段
取
、
役
割
、
配
布
資
料
、
収
支
見
込
の
確
認
。
な
お
、

次
回
開
催
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
と
な
る
事
か
ら
、

時
期
を
平
成
32
年
９
月
13
日
に
す
る
事
で
決
定
。

　

７
月
７
日
―
第
13
回
関
東
支
部
同
窓
会
・
懇
親
会
開

催
―
本
部
か
ら
会
長
・
副
会
長
並
び
に
校
長
を
招
き
、

総
勢
１
４
０
名
を
越
え
る
参
加
者
で
開
催
。
オ
ペ
ラ
西

島
氏
（
42
回
）、
サ
ッ
ク
ス
演
奏
森
氏
（
54
回
）、
落
語

笹
の
家
小
夏
氏
（
56
回
）
に
特
別
出
演
を
し
て
い
た
だ

き
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
又
俳
優
別
所
氏
（
57
回
）

も
参
加
し
、
各
回
の
撮
影
会
に
加
わ
っ
た
。

　

７
月
30
日
―
（
予
定
）
第
13
回
総
会
懇
親
会
の
反
省

会
・
次
回
へ
向
け
た
体
制
の
検
討
。

蓑
川
　
和
道
（
39
回
）

島
田
支
部

　

２
０
１
７
年
夏
よ
り
、
18
年
の
活
動
な
ら
び
に
予
定

を
報
告
い
た
し
ま
す
。
去
年
は
３
年
ぶ
り
の
支
部
総
会

が
、
10
月
27
日
島
田
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
同
窓
会
長
小
山
様
、
学
校
長
の
長
井
先
生
は
じ
め

本
部
よ
り
４
名
他
同
窓
生
60
名
に
出
席
し
て
い
た
だ
き

盛
会
で
し
た
。
お
願
い
は
、
専
ら
18
年
夏
ま
で
に
完
成

を
目
指
す
東
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
張
り
替
え
の
寄

付
金
の
事
で
し
た
。
全
体
で
は
５
０
０
０
万
円
以
上
の

寄
付
金
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
当
支
部

で
は
２
５
０
万
円
の
資
金
集
め
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

特
に
同
窓
生
の
多
い
島
田
市
役
所
、
島
田
信
用
金
庫

様
に
は
、
協
力
要
請
し
ほ
ぼ
目
標
額
を
達
成
し
、
業
者

も
決
ま
り
、
今
年
９
月
末
に
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
母
校
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち
に

感
謝
致
し
ま
す
。
尚
今
年
は
11
月
10
日
、
役
員
会
な
ら

び
に
懇
親
会
を
開
催
し
、
会
計
報
告
と
お
礼
を
言
わ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
以
上
支
部
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

舘
　
正
義
（
39
回
）

藤
枝
支
部

　

昨
年
秋
以
降
は
、
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
張
り
替

え
事
業
へ
の
協
力
支
援
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
高
校
総
体
出

場
に
伴
う
協
力
支
援
の
要
請
を
、
小
山
同
窓
会
長
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

藤
枝
支
部
で
は
、
同
窓
生
の
数
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

全
て
の
同
窓
生
に
呼
び
か
け
て
の
交
流
の
場
を
持
つ
こ

と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
３
年
に
一

度
藤
枝
の
大
祭
り
の
年
に
役
員
総
会
と
い
う
形
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
は
役
員
総
会
開
催
の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
今

秋
よ
り
総
会
開
催
に
向
け
て
支
部
役
員
の
皆
様
と
そ
の

準
備
に
入
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
に
わ
た
り
、
回
別
の

支
部
役
員
の
強
化
拡
充
と
女
性
の
皆
様
の
参
画
を
呼
び

か
け
て
参
り
ま
し
た
。
支
部
充
実
に
は
同
窓
生
各
位
の

積
極
的
な
ご
協
力
・
ご
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
塚
　
義
郎
（
34
回
）

浜
松
支
部

　

藤と
う

遠と
お

会か
い

（
藤
枝
東
高
遠
江
地
区
同
窓
会　

山
城
睦
会

長
37
回
）
を
母
体
に
創
立
し
た
浜
松
支
部
は
毎
年

と
う10

月

10
日

と
お

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
、
今
年
は
45
回
目
で
す
。

　

昨
年
は
29
名
の
出
席
（
24
回
～
56
回
）
で
し
た
。
小

山
会
長
、
長
井
校
長
、
小
林
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
を
迎
え

高
校
の
近
況
、
サ
ッ
カ
ー
部
情
報
等
聴
取
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
恒
例
の
「
縦
の
繋
り
」
で
和
か
な
交
流
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
新
し
い
出
席
者
が
加
わ
り
今
後

が
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
左
記
の
と
お
り
開
催
。

日
時　

平
成
30
年
10
月
10
日
（
水
）　

19
時
開
会

会
場　

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
（
駅
北
口
）

　
　
　

浜
松
市
中
区
板
屋
町
（
４
５
２
―
５
１
１
１
）

　

浜
松
に
所
縁
あ
る
方
一
度
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

仲
間
の
桑
原
勝
義
氏（
36
回
）が
藤
枝
東
高
サ
ッ
カ
ー

部
創
部
90
周
年
に
因
み
「
至
誠
一
貫
」
夢
ひ
た
す
ら
追

い
続
け
て
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
発
行
。
ご
一
読
を
！

外
村
　
邦
男
（
35
回
）

中
京
支
部

　

中
京
支
部
は
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
に
居
住
の

同
窓
生
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
部
総
会
、
懇
親
会
を
２
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
９
月
に
名
古
屋
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
で

行
い
ま
し
た
。

　

親
睦
目
的
の
会
は
〝
藤
愛
会
〟
と
言
い
、
昨
年
の
９

月
と
11
月
に
旅
行
会
、
10
月
と
11
月
に
ゴ
ル
フ
会
、
12

月
に
忘
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
月
幹
事
を
中
心
に
定

例
会
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
定
例
会
の
前
に
有
志
に

よ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
当
初
の
計
画
通
り
ゴ
ル
フ
会
は
３
月
、
５
月

に
行
い
、
９
月
、
11
月
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
旅
行

会
は
３
月
に
湯
の
山
温
泉
、
７
月
に
奥
琵
琶
湖
に
一
泊

し
、
11
月
に
も
行
う
予
定
で
す
。

　

７
月
に
は
〝
納
涼
会
”
を
実
施
し
ま
し
た
。
12
月
に

は
〝
忘
年
会
”
を
行
い
ま
す
の
で
参
加
希
望
の
方
は
外

村
（
０
９
０
―
４
４
４
３
―
５
４
４
６
）
又
は
事
務
局

（
木
村
０
９
０
―
７
６
０
０
―
４
３
２
８
）
ま
で
連
絡

下
さ
い
。

　

来
年
度
の
親
睦
活
動
は
今
年
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
予

定
で
す
。
９
月
に
総
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
夏
は
文
字
通
り
の
暑
い
夏
が
襲
来
し
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
に
は
、
遠
浅
で
静
か
な
榛
南
海
岸
は
絶
好
な
海

水
浴
場
と
し
て
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
減
少
し
た
も
の
の

多
く
の
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
榛
南
支
部
強
化
対
策
を
現
役
員
一
同
如
何
に

な
す
べ
き
か
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
組
織
の
活
性
・
強
化
策
と
し
て
、
ま
ず
支
部
名

簿
の
充
実
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
下
で
最
も
新

し
い
会
員
の
住
所
、
氏
名
を
把
握
す
る
作
業
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。
先
に
よ
る
成
果
か
ら
得
た
刷
新
後

の
名
簿
を
基
に
、
支
部
会
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

を
地
道
に
実
践
す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

榛
南
地
区
に
居
住
し
て
い
る
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
現

在
は
地
元
を
離
れ
て
い
る
会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

当
支
部
の
活
動
に
積
極
的
に
参
集
し
て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

支
部
運
営
に
対
す
る
提
案
、
意
見
を
左
記
に
お
寄
せ

下
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
４
（
２
５
１
）
６
３
３
６

　

Ｅ
メ
ー
ル　

ream
h@

m
w

c.biglobe.ne.jp

松
浦
　
英
彦
（
33
回
）

榛
南
支
部

３
年　

神
谷 

美
里

本
年
度
山
岳
部
女
子
は
、
県
大
会
優
勝
、
全
国
大
会
４

位
入
賞
で
し
た
。
今
年
の
県
大
会
は
、
去
年
準
優
勝
の
悔
し

さ
を
味
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
臨
ん
だ
大
会
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

県
大
会
で
優
勝
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
さ
ら
に
優
勝
を
目
指
し
て
臨
ん
だ
全
国
大
会
で
は
納

得
の
い
く
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
悔
し
い
気
持
ち
が

残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
も
う
引
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
最
後
に
や
る
こ
と
は
後
輩
た
ち
に
こ
の
経
験
を
伝
え
て

い
く
こ
と
で
す
。
私
た
ち
も
、
過
去
の
先
輩
が
残
し
て
き
た

報
告
書
を
読
ん
で
気
が
付
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
情
報
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見
ら
れ
る
う
え
に
、
仲
間
や

先
生
方
に
恵
ま
れ
た
山
岳
部
に
入
り
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

最
後
に
、
今
ま
で
私
た
ち
が
全
力
で
部
活
に
打
ち
込
め
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
　
岳
　
部
（
女
子
）

新　聞　部 サッカー部

全国高校総体　於 三重
　　左から　鈴木　麻友（３年）
　　　　　　中越　美結（３年）
　　　　　　長谷川咲希（３年）
　　　　　　神谷　美里（３年）

全国高校総合文化祭　於 長野
　　左から　三上　遼奈　（２年）
　　　　　　有海　亜美　（２年）
　　　　　　山田ひかり　（２年）
　　　　　　住川　　藍　（２年）

全国高校総体出場
　1回戦　藤枝東　２−１　神村学園（鹿児島）
　2回戦　藤枝東　０−０　明秀学園日立（茨城）
　　　　　     　　（PK １−３）

大学名 現役 既卒
横浜薬科 2
金沢工業 1
岐阜女子 2
岐阜医療科学 2
静岡産業 1
静岡理工科 3 1
聖隷クリスト 7
常葉 117 1
愛知 1
愛知学院 3
愛知工業 3
愛知淑徳 1
椙山女学園 2
中京 11
中部 3
名古屋外語 8
名古屋商科 1
名古屋女子 1
南山 1
日本福祉 3
藤田保健衛生 7
名城 16 3
日赤豊田看護 1
皇學館 1
鈴鹿医療科学 2
聖泉 1
京都産業 1
京都女子 1
同志社 8 3
立命館 26 9
龍谷 3
大阪芸術 1
大阪薬科 1
関西 7 1
近畿 4 2
摂南 1
関西学院 4
武庫川女子 2

計 484 73

部活動の大会報告部活動の大会報告

＊同窓会事務局からのお願い＊

　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報がお手元に届く
ように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下記までご一報ください。な
お、公表その他目的外の使用は致しません。同窓会・同期会等の集まりを開催の場合
は、是非同窓会ホームページをご利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の掘り起こしを行いたいと考えております。
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